
障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
な
改
正
を
求
め
る
意
見
書

二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
障
が
い
者
福
祉
の
現
場
は
未
だ
に
混
乱

が
収
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
特
に
、
障
が
い
者
施
設
や
居
宅
支
援
の
利
用
に
か
か
る
応
益
負
担
（
定
率
一
割
）
の

導
入
は
、
障
が
い
者
の
生
活
を
直
撃
し
、
施
設
か
ら
の
退
所
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
な
ど
の
形
で
、
生
活
水
準
の

低
下
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
も
、
報
酬
単
価
の
引
き
下
げ
や
日
払
い
化
に
よ
っ
て
、
経
営

難
に
陥
り
、
職
員
の
賃
下
げ
や
非
常
勤
化
、
離
職
、
閉
鎖
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
縮
小
が
深
刻
化
し
て
い

る
。政

府
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
関
連
し
、
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
特
別
対
策
と
し
て
、
利
用
者
負
担
の
軽
減

措
置
や
事
業
者
へ
の
激
変
緩
和
措
置
を
行
い
、
さ
ら
に
、
障
が
い
児
の
い
る
世
帯
へ
の
軽
減
策
な
ど
を
上
乗
せ
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
評
価
を
す
る
も
の
の
、
緊
急
避
難
的
な
処
置
に
過
ぎ
な
い
。

そ
も
そ
も
、
法
施
行
か
ら
一
年
も
経
ず
に
、
特
別
対
策
が
必
要
と
な
る
事
態
に
追
い
込
ま
れ
、
さ
ら
に
二
年
を

経
ず
に
、
特
別
対
策
の
継
続
と
上
乗
せ
が
必
要
と
な
る
事
態
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
そ
の
も
の
の
制
度
設
計
に

無
理
が
あ
り
、
抜
本
的
な
改
正
を
免
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
十
二
月
に
国
連
総
会
で
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
九

月
、
日
本
は
同
条
約
に
署
名
を
行
っ
て
い
る
。
世
界
の
潮
流
に
鑑
み
、
真
に
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別
を
撤
廃
し
、

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
処
置
を
講
ず
る
よ

う
強
く
求
め
る
。

一

利
用
者
負
担
は
応
益
（
定
率
）
負
担
で
は
な
く
、
負
担
で
き
る
能
力
に
応
じ
た
応
能
負
担
を
原
則
と
す
る
こ

と
二

指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対
す
る
報
酬
を
月
割
制
へ
戻
し
、
概
ね
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

以
前
の
収
入
を
保
障
す
る
こ
と

三

障
が
い
者
が
地
域
で
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
、
社
会
基
盤
整
備
に
つ
い
て
立
法
措
置
を
含
め
た
拡

充
策
を
進
め
る
こ
と

ま
た
、
自
治
体
が
支
給
決
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
財
源
保
障
を
行
う
こ
と

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
年
十
二
月
十
六
日

大
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長
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